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鳥取県教育委員会 

１ 目的 
各高等学校が重点的に取り組むべき項目を県教育委員会が指定（重点校指定）し、予算を手

厚く配分する等の支援をすることで、各高等学校の特色化・魅力化をより一層推進するととも

に、以下に掲げる本県教育施策等の実現を図る。 
Ⅰ 鳥取県の「教育に関する大綱」に掲げる取組方針・施策、指標達成の実現 
Ⅱ 「今後の県立高等学校の在り方に関する基本方針［平成 31 年度～平成 37 年度］」の具現化 
Ⅲ 「高大接続改革」への着実な対応 

 
２ 重点校の種類及びその決定・更新について 

各高等学校の重点項目は別表のとおりとし、県教育委員会と各高等学校で協議の上、１校当

たり１～３程度の重点項目を指定する。 
各重点項目の指定期間は２年間とし、４（２）の県立高等学校重点校制度に係る成果報告書

（様式２）（更新前２年間分）の内容等を踏まえながら、指定の更新又は中止を決定する。なお、

新たな重点校の指定は、指定前２年間の成果を踏まえて決定する。 
 
３ 重点校に対する支援 
（１）学校裁量予算独自事業について 

各高等学校の重点項目の実現に向けた事業に対する支援を行う「重点校枠」を設置するな

ど、積極的な予算配分を行う。 
（２）県教育委員会所管事業（学校裁量予算独自事業を除く）について 

各高等学校の重点項目の実現に向けた必要性、意義等が認められる事業等について、予算

等（人員配置、施設等の整備を含む）を手厚く配分するとともに、新規事業（モデル校設置

等）を実施する場合の対象校とする。 
 
４ 重点校に求める成果 
（１）県立高等学校重点校制度に係る事業計画書の作成 

本制度は、本県教育施策等の実現に向けた取組であることに鑑み、事業実施前年度の１２

月頃を目途に、各高等学校は、県教育委員会と重点項目に係る目標等を協議の上、県立学校

重点校制度に係る事業計画書（様式１）を提出する。 
（２）県立高等学校重点校制度に係る成果報告書の提出 

事業実施年度終了後、各高等学校は、県教育委員会に県立高等学校重点校制度に係る成果

報告書（様式２）を提出する。 
（３）その他 

各高等学校は、重点項目に関する各種関係会議への参加、成果発表などに協力する。 
 
５ その他 

この要項に定めるもののほか、「県立高等学校重点校」制度の運用に関し必要な事項は別に定

める。 
 
附則 

この要項は、平成 29 年９月 13 日から施行する。 

附則 
この要項は、令和２年３月 10日から施行する。 

附則 
この要項は、令和４年１月 21日から施行する。 

附則 
この要項は、令和５年 12月 27 日から施行する。 



（別 表） 
令和６年度～令和７年度 県立高等学校重点校に係る重点項目一覧 

 

 重点項目 概要 
１ ＩＣＴ活用教育重点校 「情報活用能力（情報モラルを含む。）」を有する人材を育成するため、クラウ

ド型教育支援ツール等を授業や家庭学習等において積極的に活用するととも

に、新たなアプリやシステムの導入・活用、プログラミング教育、遠隔教育の

実施などに先進的に取り組む。 
２ 理数教育重点校 数学と理科を基礎として論理的な思考力を養い、ＩＣＴを有効に活用しなが

ら、課題解決のために重要な資質・能力を育成するため、物理、化学、生物や

生命科学、情報科学など理数分野の高度な内容の研究に取り組む。 
３ 英語教育重点校 生徒が自発的、意欲的に英語力を伸ばし、グローバル化に対応した英語コ

ミュニケーション能力を育成するため、根拠やデータをもとに書いたり話

したりするなど高い目標を掲げて学校独自の特色ある英語授業改革等に

取り組む。 
４ 探究学習重点校 「主体的・対話的で深い学び」を実践できる生徒を育てるため、地域や産

業界、高等教育機関等とも連携しながら、ＳＤＧｓの視点やデータサイエ

ンスの手法を取り入れる等、世界や日本、地域の課題を解決するためのよ

り深い探究活動に取り組む。 
５ 社会人等資質育成重点校 社会人や学生として社会に求められる必要な学力や礼節等の資質をしっ

かりと身に付けた人材を育成するため、高等学校教育の質の確保・向上に

取り組む。 
６ グローバル人材育成重点校 優れた国際感覚や国際理解の精神など多様な価値観に対応できる柔軟性

をもったグローバルな人材を育成するため、海外留学等への支援、海外高

等教育機関と連携した取組などを通じて国際交流（異文化交流）の機会の

充実や創出に取り組む。 
７ 地域を支える専門人材育成

重点校 
地域の産業界や高等教育機関等と連携したカリキュラムの構築により、地

域を支えるための知識や技術をしっかりと身に付けた職業人の育成に取

り組む。 
８ 特別支援教育重点校 生徒一人一人の教育的ニーズを把握したうえで、適切な指導及び必要な支

援を充実させ、生徒の自立や社会への参加に向け取り組む。 
９ 地域連携重点校 地域（地元自治体・企業・住民等）と学校が相互の資源等を教育活動の中

で活用し、効果的で持続可能な地域学校協働活動を展開しながらカリキュ

ラム・マネジメントの充実を図り、地域を支える人材の育成に取り組む。 
10 県外生徒募集重点校 地元自治体等と連携し、民間施設等を活用した住環境整備をはかりなが

ら、学校の求める生徒像に応じた、目標を持つ県外生徒をより積極的に受

け入れ、入学生徒を確保するとともに、学校の一層の活性化に取り組む。 
11 スポーツ・文化芸術活動重

点校 
主に部活動の振興等を通して、生徒の競技能力や芸術的素養等、個性の伸

長や人間性の育成を図るとともに、目的意識の高い生徒の受入を推進する

などし、特色ある学校づくりに取り組む。 
12 STEAM 教育重点校 地域や高等教育機関、産業界等と連携するなど、各教科・領域固有の知識

や考え方を統合的に活用することを通し、実社会での問題発見・解決に取

り組む。 
 


